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第９回「愛知県茶会」の開催について 

園芸農産課

愛知県は、抹茶の原料となるてん茶の全国有数の産地であり、古くから茶道文化の盛ん

な地域です。 

そこで、本県では、お茶の消費拡大とお茶文化の振興を図るため、大村知事が席主とな

り、2012 年から毎年度「愛知県茶会」を開催しており、今回が９回目となります。 

１ 開催趣旨 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、抹茶を点てて客をもてなす場である茶会等が

自粛され、茶道界はもとより茶の生産者、販売業者等に大きな影響を及ぼしています。 

 こうした中、今回の茶会では、茶道界等の協力を得て、新型コロナウイルス感染症対策

を徹底するなど、新たな生活様式に対応した茶席でのもてなし方を提案し、茶文化の継承・

発展とお茶の需要拡大につなげることを目的として開催しました。 

２ 開催概要                                

  日 時：令和３年３月２０日（土・祝） 

  開催場所：愛知県公館の庭園 

  協  力：表
おもて

千家
せ ん け

同門会
どうもんかい

 愛知県支部  

        特別参与 野口
の ぐ ち

裕記
ひ ろ き

宗匠
そうしょう

  参加者数：県内市町村長や県議会議員を始め 

       128 名が参加 

３ テーマ、御抹茶、御菓子の銘、水について 

  テーマ：「希望の光」 

  御抹茶：「瑞
ずい

雲
うん

の昔
むかし

」  碧
へき

園
えん

 詰（豊田市） 

  御菓子：「うららか」  ふくや 製（一宮市） 

   水 ：「深山
み や ま

のしずく」 豊根村にて湧出 

茶会の様子 

知事の呈茶の様子 呈茶に御協力いただいた皆様 
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ユニバーサル農業で強い農業をつくる 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

障がい者雇用を行い、「ユニバーサル農業」を実現する、京丸園株式会社代表取締役鈴

木厚志氏（静岡県浜松市）による講演がありましたので、その取組について紹介します。 

１ 京丸園株式会社の特色 

 京丸園株式会社は、経営理念「笑顔創造」の元、障がい者を含めた多様な人たちが活

躍できるユニバーサル農業を推進しています。従業員等は役員を含め総数で 99 名おり、

そのうち４分の１にあたる 24 名が障がい者です。 

年間を通して同じように仕事があるのが重要であることから、計画的に生産でき、回

転率の高いものが栽培されており、芽ネギや小型ミツバなどの水耕野菜により収益性を

確保しながらオリジナルブランド「京丸姫シリーズ」を確立しています。 

これらが評価され、令和元年度農林水産祭の多角化経営部門で天皇杯を受賞しました。 

２ 障がい者雇用のきっかけ 

（１）「農業者」から「農業経営者」へ 

農家の長男として生まれ、20 歳で就農した鈴木氏は、30 歳のときに静岡県農林事

務所主催の講座に参加し、「農業者ではなく農業経営者になる」ように指導されたこ

とが契機となり、経営を考えるようになりました。1995年に経営理念を「笑顔創造」

と決めたことで目指すものが明らかになりました。元々は「障がい者は働けない」と

思い込んでいましたが、障がい者にも力を貸して欲しいと思うようになり、ビジネス

パートナーとしての雇用を考えました。苦しくても１年に１人雇用することを目標に、

1997 年に障がい者の受け入れを始めました。 

（２）農作業体験で初めての受け入れ 

 障がい者を受け入れる最初のきっかけは、求人募集を見てやってきた障がいを持っ

た子とそのお母さんでした。最初は「農作業は無理だろう」と断ったものの「給料は

いらないから」とお願いされ、農作業体験として受け入れました。すると、健常者の

従業員がその子を助けるなどコミュニケーションがとられ、職場が明るい雰囲気にな

りました。それに伴い、皆の手作業が早くなる効果がありました。そこで、受入側が

障がい者にできる作業を考える、受入体制をつくるようになっていきました。 

（３）福祉のプロに任せる部分が必要 

 障がい者の雇用に際しては、本人に意欲があるかを第一に、次に自力で通勤できる

かで判断しています。他人に迷惑をかけないことも組織として重要です。１人で作業

できない人には、福祉施設ではないので雇用できないと伝えます。直接相談のあった

場合は、一旦福祉施設に入ってもらい、フィルターをかける形にしてミスマッチを防

いでいます。また、過去の経験から「福祉は福祉のことを理解している人が担うべ

き」と考え、社内でも有資格者が主なサポートを担当しています。 
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３ だれもが働きやすい農園づくり 

（１）まずは作業分解 

 農業では、種まきに水やり、施肥など様々な作

業を経て収穫し、それらすべてができて一人前と

いう概念がありますが、雇用に当たっては、農作

業の分解がポイントになります。福祉関係者の協

力の元、農作業を細分化し、困難さによってレベ

ル分けして図式化した「ナビゲーションマップ」

を作成しました。これにより、どの作業が担えるかが明らかになるため、雇用の判断

ができるとともに、本人の希望に沿った作業を担当してもらうことができます。

 また、作業の細分化により、まず社員へ、次にパートへ、さらに障がい者へと仕事

が移行していきます。作業分解を突き詰めていった結果、かん水など、これまで自分

にしかできないと思っていたことが最終的には障がい者が担う作業となりました。 

（２）農業の弱点の認識 

 ある障がい者を受け入れた際、「トレーをきれいに洗ってください」という指示を

したところ、１時間後にも同じ１枚を洗っていました。その原因が具体性に欠ける指

示にあったことを知り、農業では「ちょっと水をかけておいて」といった抽象的な指

示が多いことに気づき、その特殊さが、後継者が育ちにくい状況につながっていると

認識しました。 

（３）新たな発展へ 

 その経験がトレー洗浄機の開発につながり、今ではボタン１つで洗浄が開始され、

洗浄済みトレー数はカウンターによって自動計測し、たまったトレーの交換時期は音

楽が鳴って知らせてくれるようになっています。その結果、作業速度は手洗いの２倍

になりました。 

 また、手先の器用な人のみが任されていた芽ネギの定植は、特別支援学校の先生の

言葉がきっかけとなり、その後、プレートの利用によってだれもが早くきれいにでき

る作業になりました。そのほか、体力のない障がい者のためにミストをつけた結果、

チンゲンサイの生育が良くなるという副産物がありました。 

（４）目指す「強い農業」 

 賃金を支払うレベルの作業ができないために最低賃金の除外申請をしている人が数

名いますが、そうした人を最低賃金を支払うレベルに育てることを目指しています。

また、能力が向上すれば給与を上げています。障がい者雇用はリスクではなく、その

根拠として、障がい者の雇用数が増えるとともに売上げも伸びています。 

 鈴木氏は「ユニバーサル農園とは、農業＋福祉＝新産業創出」と考え、目指すのは

福祉のための農園ではなく、農業経営における幸せの追求です。従業員にがんばって

もらうのでなく、会社が環境を整えます。障がいを持つ人が働ける環境は、高齢者や

女性のだれもが働きやすい環境であり、それは鈴木氏の考える「強い農業：潤沢な労

働力、年齢構成、男女比のワークバランスのとれた経営」へとつながっていきます。

 ユニバーサル農業の考え方は、「より良い農業経営を」というＧＡＰ（農業生産工程管

理）の原点と通じており、改善を重ねていくことで経営の発展へと結びつきます。 

ナビゲーションマップ 
   （講演会配付資料から転載） 
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県産農林水産物のイメージアップと本県主要品目のブランド力強化の取組 

食育消費流通課

愛知県には、全国トップレベルのブランド力を持つ名古屋コーチン、花き、抹茶、あさ

り、うなぎなどの他、産出額等が全国上位の農林水産物が多数ありますが、それらの知名

度は必ずしも高くありません。 

このため、愛知県版地産地消の取組である「いいともあいち運動」と連携して主要品目

のさらなるブランド力強化や県産農林水産物全体のイメージアップに加え、本県開発の次

代を担う品目・品種のブランド化を推進しています。 

１ 2020 年度いいともあいちブランド力強化事業の取組 

(1) あいちの農林水産物全体のイメージアップ 

  ＳＮＳを活用して県産農林水産物のイメージアップ情報を発信した他、料理雑誌（オ

レンジページ）、首都圏を中心に全国展開するスイーツ・デリカの専門店（フロ・プレ

ステージュ）とタイアップして県産食材を使用したメニューキャンペーン「あいはう

まい！フェア」（2021.1.12～2.10）を開催し、県産農林水産物をＰＲしました。 

(2) 知事トップセールスの実施 

東京都内の量販店において、知事トップセー

ルを皮切りとした販売促進フェア「あいちの春

野菜フェア」を開催し、首都圏の消費者に対し、

県産農林水産物の地名度向上、販売促進に向け

た取組を実施しました（2021.2.8～2.10，東急

ストア二子玉川ライズ店（東京都世田谷区）始

め 10 店舗））。 

例年のトップセールスでは、知事及び農業団

体代表者によるセレモニーの他、バラ等の県産

花きを使用した花束のプレゼントや、ミニトマ

トの食べ比べ等の県産農林水産物をＰＲするイ

ベントを開催していましたが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響から、本年は知事ビデオ

メッセージの放映により実施しました。 

(3) 主要品目のブランド力強化 

名古屋コーチン、花き、抹茶、あさり、うな

ぎといった本県が誇る主要品目について、イベ

ント等の開催を通じて、それぞれの魅力を県内

外に向けて発信しました（表１）。 

料理雑誌でのＰＲ広告 

知事ビデオメッセージ 
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(4) 次代を担う品目・品種のブランド化の取組 

新たなブランド品目になることが期待される、本県が開発した次代を担う品目・品

種について、知名度向上に向けた取組を実施しました（表２）。 

品目 実  施  状  況 

名古屋 

コーチン 

・名古屋コーチン消費拡大イベント「名古屋コー

チンまつり」の開催。 

期日：2021 年３月５日（金）～７日（日） 

場所：名古屋市農業センターdela ふぁーむ 

花き ・バレンタインデーに大切な人に花を贈る「フラ

ワーバレンタイン」運動を推進するＰＲイベン

トの開催。 

期日：2021 年２月６日（土）・７日（日） 

場所：mozo ワンダーシティ（名古屋市西区） 

・県本庁舎に「あいちおもてなし花壇」を設置。

抹茶 ・茶文化と「あいちの抹茶」の素晴らしさを伝え

る、知事が席主の「愛知県茶会」を開催。 

期日：2021 年３月 20 日（土） 

場所：愛知県公館（庭園） 

あさり 

うなぎ 

・愛知県産水産物を取り扱う小売店や飲食店とし

て登録した「おさかなスポット」で、「あいちの

おさかなカード」を配布し、抽選で県産水産物

等が当たる「あいちのおさかなカードキャン

ペーン」を開催。 

期日：2020 年８月１日（土）～９月 30 日（水） 

品目・品種 内  容 

夕焼け姫 

(カンキツ新品種) 

・ＰＲ資材作成、配布 

・消費宣伝会の開催 

愛知梨３号 

(ニホンナシ新品種) 

・市場関係者への試食アン

ケート実施 

・ブランド化チーム設置 

・ブランド名を商標登録出願 

かがり弁ギク 
・商業施設等での展示ＰＲ 

表１ 主要品目のブランド力強化実施状況 

表２ 次代を担う品目・品種の取組 

夕焼け姫シンボルマークを 

活用した資材 
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愛知県産豚肉の消費拡大の取組について 

食育消費流通課

豚熱（ＣＳＦ）の発生により影響を受けた養豚農家及び関連事業者の支援を行うため、

県と畜産関係団体が協力して「あいち産豚肉消費拡大実行委員会」を組織し、県産豚肉の

安全性に関する広報活動、ＰＲイベントを開催するなどして、風評被害発生の未然防止対

策を実施するとともに、県産豚肉の消費拡大を図ってきました。

 これらの活動の結果、県産豚肉に対する風評被害の発生は最低限に抑えられ、現在は消

費者が県産豚肉を敬遠する動きは見られなくなりました。

１ あいち産豚肉消費拡大実行委員会 

  構成団体：愛知県、愛知県経済農業協同組合連合会、公益社団法人愛知県畜産協会、

一般社団法人愛知県養豚協会、愛知県養豚農業協同組合、愛知県食肉事業

協同組合連合会 

  設  立：2019（平成 31）年３月 26 日 

２ 2020 年度の取組内容 

(1) 消費拡大イベントの開催 

  消費者に対して体験イベント（親子料理教室）の開

催や、豚肉試食の提供、加工品の販売等（豚肉応援フェ

ア）を実施し、県産豚肉の魅力やおいしさを発信しま

した。 

ア あいちの豚肉親子料理教室 

   開催日時：2020 年 9 月 19 日(土)・20 日(日) 

   開催場所：りんくうビーチ「SEA AND SKY TERRACE」 

 イ あいちの豚肉応援フェア 

   開催日時：①2020 年 10 月 23 日(金)・24 日(土) 

        ②2021 年 2 月 20 日（土）～3月 24 日 

         （水） 

   開催場所：①テラッセ納屋橋 

        ②県内各地（キッチンカーを使用した

豚肉メニュー販売） 

(2) 協賛活動 

  県内各地で開催されるイベントに協賛し、試食用豚

肉の提供（愛知県畜産フェスタ（2020.10.24，愛知県

畜産総合センター））や、県産豚肉を使用したメニュー

フェア（地産地食フェア（2020.9.14～18，豊田市役所

食堂）、あいちポークフェア in セントレア（2021.2.1

～2.28，中部国際空港内レストラン等））を開催し、県

産豚肉の消費拡大を図りました。 

 (3) あいちの豚肉応援グッズの作成 

   県産豚肉販売促進資材（あいちの豚肉応援グッズ）

を作成し、県内各地で開催されるイベントで配布する

などして、県産豚肉のＰＲを行いました。 

親子料理教室

豊田市役所食堂での
地産地食フェア 

あいちポークフェア
in セントレア 
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県庁舎を美しい県産花きで飾りました！ 

園芸農産課

愛知県は、1962 年から 58 年連続で花の産出額が日本一である「花の王国」で、花の生

産、流通、小売、消費団体などとともに「花の王国あいち県民運動実行委員会（以下、実

行委員会）」を設立し、「花いっぱい県民運動」を展開しています。 

 今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により花の需要が減退し、県内生産者、流

通業者、小売店などの花業界関係者は、売上げが減少するなど大きく影響を受けました。 

 そこで、実行委員会は、花業界全体を支援するため、県の６月補正予算と国の補助事業

を活用し、公共施設等における花の活用拡大に取り組みました。 

具体的な取組として、９月から３月までの期間に県庁舎 11 ヵ所で計 80 回、花のディス

プレイを設置しました。ディスプレイには「あいちの花」をふんだんに使用し、ハロウィ

ン、クリスマス、ホワイトデー等、季節ごとにテーマを設けて展示し、多くの来庁者に花

に親しんでいただきました。今回は、その一部をご紹介します。 

１ 実施場所一覧 

場  所 実施回数 場  所 実施回数 

本庁舎 ６回 知多総合庁舎 ７回

西庁舎 １２回 西三河総合庁舎 ７回

三の丸庁舎 ９回 豊田加茂総合庁舎 ８回

尾張農林水産事務所一宮支所 ４回 新城設楽総合庁舎 ９回

一宮保健所稲沢保健分室 ５回 東三河総合庁舎 ６回

海部総合庁舎 ７回

２ 実施状況 

西庁舎３月 テーマ「ホワイトデー」 本庁舎３月 テーマ「ホワイトデー」 
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海部総合庁舎１月 

テーマ「謹賀新年」 

西三河総合庁舎１１月  

テーマ「花マルシェ」 

尾張農林水産事務所一宮支所 

１０月 テーマ「ハロウィン」 

一宮保健所稲沢保健分室 

１０月 テーマ「ハロウィン」 

東三河総合庁舎

三の丸庁舎１２月 

テーマ「クリスマス」 

新城設楽総合庁舎２月 

テーマ「バレンタインデー」

知多総合庁舎１２月 

テーマ「クリスマス」 

豊田加茂総合庁舎１１月 

テーマ「豊田地域の花」 

東三河総合庁舎９月 

テーマ「重陽の節句」 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を「
表す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：チンゲンサイ）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

１，１６６ ５７３ ２９７ ２６４ 静岡（４５％）２年実績
(４９％) 茨城（ ５％）

－
１，３００ － ３００ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知、静岡、茨城を中心に入荷する。年 愛知は生育順調で品質も良好である。栽培
末は寒波で出遅れていたが、３月下旬時点 面積の増減もなく、現在は順調な入荷状況と
では回復して生育順調。新型コロナウイル なっている。４月に入れば単価も上向いてく
ス感染症の影響で業務需要が少なく、量販 ると予想される。今後も、引き続き、鮮度の
店中心の販売で安値傾向にある。気温の上 良い商品の出荷をお願いしたい。
昇に伴い、家庭料理も鍋物から炒め物中心
となるため、量販店での荷動きも良くなっ
てきている。

入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年並の見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：さやえんどう）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

１，７１１ ３２９ １，１６８ １，２０８ 鹿児島（２４％）２年実績
(１９％) 長崎 （１１％）

福島 （１０％）
１，７００ － １，２００ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

本県産の他、鹿児島、長崎などからの入 スナップエンドウ、きぬさやえんどうとも
荷となる。 に、品質が高く、顧客から強い信頼を得てい

前年は暖冬の影響で大きく前進化した る。今後も作付面積を維持して、安定した供
が、今年も前進傾向ながら前年ほどではな 給、品質の維持をお願いしたい。
い。４月以降は入荷量が徐々に減少してい また、きぬさやえんどうは、従来の２kg箱
き、堅調な価格推移になると見込まれる。 から１kg箱がメインに切り替わったことで、

入荷量は前年並となり、価格は前年をわ 販売先が広がり、高価格での販売も可能とな
ずかに上回る見込み。 った。今後も１kg箱を継続してもらいたい。

※さやえんどうに、きぬさやえんどう、スナップエンドウ、砂糖えんどう、オランダさや
を含む。
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名古屋・東京市場における青果物の４月の見通し

３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３３，８３４ 250 246 233 愛知 24%
２９年 ３２，７７５ 253 241 220 北海道 17%
３０年 ３２，４４４ 213 210 204 茨城 12%
元年 ３５，７８１ 226 225 201 鹿児島 9%
２年 ３５，８７６ 239 245 227 徳島 8%

５ ヵ 年 平 均 ３４，１４２ － － －

３ 年 見 通 し ３３，７００ － － －

２８年 ２，０５８ 125 113 94 千葉 48%
２９年 １，７３３ 120 102 96 愛知 41%
３０年 １，８８２ 84 89 93 鹿児島 6%
元年 ２，１８６ 96 111 75 長崎 2%
２年 １，６０８ 129 111 120 香川 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８９３ 110 105 94

３ 年 見 通 し １，８００ 110 95 90

２８年 １，８３９ 152 173 192 徳島 97%
２９年 １，８９６ 185 187 149 愛知 3%
３０年 １，５３２ 231 231 239 0 0%
元年 ２，３２１ 109 127 128 0 0%
２年 ２，４３４ 177 148 136 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，００４ 166 168 163

３ 年 見 通 し ２，３００ 170 150 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２４２
２３９
２０９
２１７
２３７

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１０８
１０４

８６
９２

１１８

１０１  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２２９

２２１

　愛知、北海道などから入荷する。温暖な
気候により、各品目とも生育は概ね順調。
葉菜類の一部で前進傾向がみられる。業務
需要の低迷により、はくさいとキャベツの
単価は高値の前年を大幅に下回る見込み。
　入荷量と価格はともに前年をかなり下回
る見込み。

１５０

９８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、愛知を中心に鹿児島からも入荷す
る。各産地ともに生育順調。千葉は概ね平
年並の入荷を見込む。愛知は中旬以降に
ピークを迎え、入荷量は少なかった前年を
上回る見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

１６６

　ほぼ全量が徳島からの入荷となる。徳島
は生育良好で平年並の入荷を見込む。サイ
ズはＭ・Ｓ中心で、単価は前年同様、下旬
に向けて下げていくか。愛知は前倒しで、
入荷量は少ない見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並の見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に

ん

じ

ん

１７４
１７３
２３４
１２２
１５２

名古屋市中央卸売市場
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注）

３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １３１，７６９ 272 267 264 茨城 15%
２９年 １２９，５４４ 275 260 245 千葉 14%
３０年 １２５，１９１ 223 229 227 北海道 9%
元年 １２８，９２１ 245 253 226 神奈川 7%
２年 １２４，５９７ 256 259 258 徳島 6%

５ ヵ 年 平 均 １２８，００４ － － －

３ 年 見 通 し １２８，０００ － － －

２８年 １０，８０５ 113 110 91 千葉 77%
２９年 １１，３７５ 108 90 84 茨城 12%
３０年 １０，４９４ 73 86 91 神奈川 8%
元年 ９，９８２ 93 112 81 福岡 2%
２年 ９，４８７ 108 107 122 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 １０，４２９ 99 101 93

３ 年 見 通 し １０，０００ 110 100 90

２８年 ７，３１３ 134 159 189 徳島 85%
２９年 ８，３５０ 175 183 148 北海道 4%
３０年 ６，６４０ 210 213 220 千葉 3%
元年 ７，８４４ 108 127 128 静岡 3%
２年 ９，２６５ 179 154 145 青森 1%

５ ヵ 年 平 均 ７，８８２ 161 166 163

３ 年 見 通 し ８，２００ 170 160 150

だ

い

こ

ん

１０４

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２６７
２６０
２２６
２４２

前年主要産地（％）

２５１

２４０

 前年及び本年の

９４
８３

１１２

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

９８

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１６０

２５８

１５８

１６３

　徳島を中心に北海道、千葉、静岡等から
の入荷となる。主力の徳島は作柄良好でML
中心の小ぶりながら順調な入荷でピークを
迎える。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年並となる見込み。

　茨城、千葉など関東産地や、北海道から
の入荷が中心となる。葉菜類を中心に前進
傾向に加え、低温や干ばつの影響が残って
いた品目も回復する。十分な数量が出回
り、相場は軟化が懸念される。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

　千葉を中心に茨城、神奈川などからの入
荷となる。神奈川は高温と適度な降雨によ
り前進化し残量少ないものの、後続の千葉
は生育順調。入荷は順調に進む一方、気温
上がると需要が落ち込み価格は軟化か。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

９６

に

ん

じ

ん

１６３
１６８
２１４
１２１

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

東京都中央卸売市場
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，７１６ 120 99 92 茨城 83%
２９年 １，６７６ 199 156 101 愛知 8%
３０年 ２，０４５ 57 68 59 兵庫 5%
元年 ２，２３３ 79 88 61 宮崎 3%
２年 ２，６４６ 155 192 244 熊本 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，０６３ 120 124 119

３ 年 見 通 し ２，２００ 70 70 70

２８年 ３，９６６ 95 113 123 愛知 85%
２９年 ４，００１ 132 107 101 滋賀 4%
３０年 ３，４４１ 87 103 89 兵庫 3%
元年 ３，７９７ 93 94 73 神奈川 3%
２年 ３，８４６ 106 139 158 茨城 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，８１０ 103 111 109

３ 年 見 通 し ３，８００ 90 90 90

２８年 ２９７ 523 460 549 岐阜 41%
２９年 ２９３ 450 451 552 愛知 31%
３０年 ２６４ 457 542 537 茨城 19%
元年 ３４５ 500 510 364 静岡 5%
２年 ３０５ 539 617 568 福岡 1%

５ ヵ 年 平 均 ３０１ 495 516 509

３ 年 見 通 し ３００ 500 500 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知を中心に神奈川、兵庫などから入荷
する。各産地とも生育順調。愛知の春キャ
ベツも生育順調、冬キャベツの一部で小玉
傾向がみられる。業務需要の低迷により、
価格の乱高下はない見込み。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に愛知、兵庫などから入荷す
る。茨城は暖冬の影響でやや前進傾向。干
ばつによる品質低下が懸念される。愛知は
前年並の順調な入荷を見込む。昨年の高値
を受け、産地の生産意欲が高まっている。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

１０９
１０９

９１
８５

１３６

１０６

は

く

さ

い

１０１
１５１

６１
７６

１９９

１２１

　愛知、岐阜、茨城を中心に入荷する。愛
知は露地物が終盤を迎え、ハウス物は引き
続き順調な入荷を見込む。茨城は品種の切
り替わり時期で入荷は少ないか。岐阜は降
雪少なく、中下旬から入荷する見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

５０４
４７１

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４４９
５７２

５００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７０

キ

ャ

ベ

ツ

５０９

名古屋市中央卸売市場
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ６，０２８ 125 95 80 茨城 93%
２９年 ６，１５２ 192 148 92 長崎 2%
３０年 ６，６３０ 40 49 50 鹿児島 2%
元年 ６，３９９ 77 84 58
２年 ６，４８５ 158 187 215

５ ヵ 年 平 均 ６，３３９ 117 112 99

３ 年 見 通 し ６，６００ 50 45 40

２８年 １７，５４０ 104 113 126 神奈川 44%
２９年 １９，５６９ 139 115 103 愛知 29%
３０年 １８，９７７ 95 99 76 千葉 23%
元年 １９，１４８ 90 103 73 茨城 2%
２年 １７，７２８ 121 137 164 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 １８，５９２ 110 113 107

３ 年 見 通 し １８，５００ 95 90 85

２８年 １，２６９ 524 482 529 茨城 43%
２９年 １，１４８ 488 470 512 群馬 36%
３０年 １，０９１ 420 591 475 埼玉 9%
元年 １，２９９ 495 491 311 千葉 3%
２年 １，２６０ 545 591 545 熊本 2%

５ ヵ 年 平 均 １，２１３ 497 524 473

３ 年 見 通 し １，２８０ 450 430 410

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

９０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１８８

１０９

４５

９０

　茨城からの入荷がほとんどを占める。春
作は干ばつにより初期生育が遅れていた
が、その後の気温高と適度な降雨により生
育順調。中下旬にピークを迎え、潤沢な入
荷が見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は高騰した
前年を大幅に下回る見込み。

９８
１４１
４６

１１８

１３９

１１０

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　神奈川、本県、千葉からの入荷が中心と
なる。各産地とも気温高と適度な降雨で生
育は前進化傾向。本県は前倒しにより量を
減らすも全体量は潤沢と見込まれ、相場展
開は厳しいと予想される。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高騰
した前年を大幅に下回る見込み。

　茨城、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。各産地とも生育順調で豊作基
調。主力産地では前進傾向もみられ、端境
なく順調に入荷が進む一方、相場は軟化す
ると見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は高騰した
前年を大幅に下回る見込み。

９０

は

く

さ

い

７４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ

う
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ん

そ

う

５１２
４９０

キ

ャ

ベ

ツ

１１５

４８８
４２５
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４９５

 前年及び本年の

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ６６６ 404 466 480 大分 39%
２９年 ６６０ 404 427 415 愛知 12%
３０年 ６５０ 309 337 391 鳥取 10%
元年 ７１５ 316 362 378 静岡 8%
２年 ７１６ 381 397 423 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ６８１ 363 398 417

３ 年 見 通 し ７００ 370 380 400

２８年 １，８８３ 241 228 195 兵庫 36%
２９年 １，７９５ 232 193 194 茨城 8%
３０年 １，７８２ 153 174 154 愛知 5%
元年 １，７０３ 233 227 184 長野 4%
２年 １，６６９ 208 244 272 長崎 2%

５ ヵ 年 平 均 １，７６６ 214 213 199

３ 年 見 通 し １，７００ 200 200 200

２８年 １，５６０ 265 285 256 愛知 49%
２９年 １，４３０ 261 286 282 宮崎 18%
３０年 １，７９７ 209 207 209 高知 13%
元年 ２，０１６ 243 220 202 群馬 10%
２年 １，７６９ 301 288 245 鹿児島 5%

５ ヵ 年 平 均 １，７１４ 255 254 236

３ 年 見 通 し １，８００ 280 280 240

３４１
３５０
４００

３８８

品
目
名

 前年及び本年の

３８３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、愛知、鳥取などから入荷する。白
ねぎは主要産地の大分が順調で、増量した
前年並の入荷を見込む。静岡と鳥取はピー
クを迎える。愛知の越津ねぎは生育順調で
終盤となり、入荷は少ない見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

レ

タ

ス

２１９
２０４
１６０
２１４
２４０

２０７  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫を中心に入荷する。茨城と兵
庫は生育順調。長野は年々入荷が早まり、
今年も温暖のため、早期入荷の見込み。愛
知の入荷量は前年を下回るか。加工業務需
要が少なく、高単価は見込めない。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

 前年及び本年の

２６６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、高知、群馬などから
入荷する。各産地ともに天候に恵まれ、順
調な入荷を見込む。愛知は生育順調で、入
荷量は平年よりやや多い見込み。春きゅう
りの群馬と長野は中旬にピークを迎える。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

２４６

　　　　区分
実績
と見通し
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４，１７６ 378 423 473 千葉 38%
２９年 ４，１４６ 361 370 356 埼玉 20%
３０年 ３，８３０ 283 332 388 茨城 14%
元年 ４，１７８ 260 321 345 栃木 8%
２年 ４，０９２ 329 298 394 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，０８４ 323 349 391

３ 年 見 通 し ３，９００ 420 450 480

２８年 ７，９９１ 246 220 180 茨城 62%
２９年 ７，３８１ 220 182 174 兵庫 15%
３０年 ７，３２７ 145 159 136 群馬 4%
元年 ６，８１９ 215 223 158 栃木 4%
２年 ５，７５５ 194 227 240 福岡 4%

５ ヵ 年 平 均 ７，０５５ 205 201 175

３ 年 見 通 し ６，５００ 190 185 180

２８年 ７，７６４ 261 280 251 群馬 26%
２９年 ６，９１３ 273 286 174 埼玉 23%
３０年 ７，４４６ 225 209 217 宮崎 14%
元年 ７，３３９ 256 235 197 千葉 13%
２年 ６，９３２ 324 296 251 茨城 11%

５ ヵ 年 平 均 ７，２７９ 267 261 219

３ 年 見 通 し ７，３００ 280 250 220

品
目
名

３３０

３５３  前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３０６
３３９

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷とな
る。一部産地では干ばつの影響が残り作柄
は良くない。また、細物傾向も残り、初夏
ネギが出回り始めるも出回りは少なめと見
込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

レ

タ

ス

２１３
１９２
１４７
１９９
２１９

１９３  前年及び本年の

１８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心とした関東産地や兵庫などか
らの入荷となる。気温高で各産地生育順
調。主力の茨城、兵庫は２L比率が高めで出
荷ペースは前進傾向。群馬が中旬から出始
め、端境は限定的か。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回
り、価格は前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

２８８

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２５５

　群馬、埼玉など関東産地を中心に宮崎か
らの入荷となる。生育は概ね順調で、産地
によっては病害がみられるも概ね回復。多
くの産地がピークに入り、潤沢な入荷が見
込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２２９

４２７
３６３

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２６３
２７９
２１７

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場

0

150

300

450

600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

0

90

180

270

360

450

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg

数量

t

月

0

140

280

420

560

700

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

15



３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ７８５ 384 384 372 熊本 52%
２９年 ６６７ 362 374 369 愛知 41%
３０年 ７９３ 345 320 314 高知 4%
元年 ８５１ 339 333 337 宮崎 3%
２年 ７９３ 372 373 383

５ ヵ 年 平 均 ７７８ 360 356 354

３ 年 見 通 し ８２０ 340 330 320

２８年 １，４６６ 432 416 342 熊本 53%
２９年 １，５４０ 338 326 282 愛知 20%
３０年 １，５０２ 307 302 292 三重 14%
元年 １，６１２ 360 322 268 岐阜 11%
２年 １，２６７ 406 355 319 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，４７７ 367 343 299

３ 年 見 通 し １，５００ 350 330 300

２８年 ５０３ 790 807 666 熊本 59%
２９年 ５２９ 668 632 574 愛知 30%
３０年 ５６６ 599 596 582 和歌山 6%
元年 ６２３ 676 639 568 宮崎 4%
２年 ５４２ 721 654 580 三重 1%

５ ヵ 年 平 均 ５５３ 688 662 592

３ 年 見 通 し ５５０ 500 500 500

な

す

３７８
３６７
３２７
３３５
３７６

３５６  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知が中心となる。長ナスは熊本
と宮崎、千両ナスは愛知と高知から入荷す
る。各産地ともに気温の上昇と日照時間の
増加に伴い、順調な入荷を見込む。愛知は
平年並の入荷となるか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ト

マ

ト

３９０
３１３
３００
３１０
３５６

３３２  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に愛知、三重、岐阜から入荷
する。各産地ともに順調に入荷し、堅調な
単価を見込む。愛知は３月に比べると増量
し、平年並の入荷となる見込み。気温の上
昇に伴い、消費も伸びると予想される。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年をかなり下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

７４４
６２０
５９３
６２５
６４６

６４３  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。昨年度は
秋から天候に恵まれ、大きな崩れもなく、
順調に入荷している。４月は週を追うごと
に増量し、下旬に向けてピークを迎える。
愛知の入荷量は前年を上回る見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３，７３０ 426 409 421 高知 55%
２９年 ３，３３６ 434 445 436 福岡 14%
３０年 ３，６２３ 356 368 388 熊本 10%
元年 ３，６４９ 408 413 379 群馬 6%
２年 ３，３７３ 440 441 448 佐賀 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，５４２ 412 414 414

３ 年 見 通 し ３，５００ 400 400 400

２８年 ７，８４５ 446 421 364 熊本 32%
２９年 ８，１６９ 373 344 295 栃木 26%
３０年 ７，４６４ 338 331 329 愛知 12%
元年 ７，２８８ 404 376 308 千葉 5%
２年 ６，１３２ 454 407 377 埼玉 4%

５ ヵ 年 平 均 ７，３８０ 401 375 333

３ 年 見 通 し ７，５００ 350 320 290

２８年 ２，１０１ 716 741 612 熊本 44%
２９年 ２，０７５ 616 576 511 愛知 20%
３０年 ２，１２２ 546 541 545 千葉 11%
元年 ２，２７９ 660 597 522 宮崎 7%
２年 ２，０８７ 661 610 546 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 ２，１３３ 640 613 547

３ 年 見 通 し ２，２００ 560 540 520

　熊本、本県、千葉からの入荷が中心とな
る。大玉トマト同様に、各産地とも天候に
恵まれて生育順調で、入荷量は増加傾向と
なると見込まれる。出回り量は十分で相場
展開は厳しいと見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

な

す

４１８
４３８
３７０
４００
４４３

４１３  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を中心に福岡など西南暖地、群馬か
らの入荷となる。各産地とも天候に問題な
く、生育順調。一部産地では成り疲れがみ
られるものの樹勢は良好で、早期に回復が
見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ト

マ

ト

４０３
３３６
３３３
３６０
４１２

３６７  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

　熊本、栃木、本県からの入荷が中心とな
る。小玉傾向であったが今後は気温上昇に
より肥大が進む。各産地とも生育は順調で
今後増量していく。気温上昇で需要は高ま
るも潤沢な入荷で相場は軟化か。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト
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５９１
６０４

５９６

５４０

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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３月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ６７９ 424 412 431 鹿児島 39%
２９年 ６６７ 367 382 413 宮崎 31%
３０年 ６９５ 351 302 333 茨城 17%
元年 ６９３ 511 431 364 高知 13%
２年 ６１２ 604 627 613 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６６９ 448 426 426

３ 年 見 通 し ６００ 560 450 400

２８年 ２，６４２ 274 287 256 鹿児島 73%
２９年 ３，３５７ 233 225 217 北海道 14%
３０年 ２，７２４ 122 126 152 長崎 13%
元年 ３，１４９ 133 147 146 0 0%
２年 ３，４３９ 215 173 181 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ３，０６２ 196 190 189

３ 年 見 通 し ２，８００ 270 260 250

２８年 ６，３５３ 82 81 73 北海道 73%
２９年 ６，１６４ 118 113 87 愛知 25%
３０年 ６，０８５ 103 96 82 熊本 1%
元年 ６，３８７ 116 102 104 0 0%
２年 ７，５０６ 70 64 59 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６，４９９ 97 90 80

３ 年 見 通 し ６，５００ 90 90 90

ピ

ー

マ

ン

４０７
３８２
３１２
４２６
６３１

４２７  前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　秋冬作の鹿児島、宮崎、高知を中心に順
調に入荷する。日照時間の増加により、下
旬から北関東、茨城からも入荷する。昨年
は全体的に高値であったが、今年は平年並
の単価となるか。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年を大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

２６８
２２３
１３２
１４３
１８７

１９０  前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島を中心に入荷する。鹿児島は寒波
の影響で入荷が遅れ、離島産は不作で数量
減の高値の見込み。北海道の貯蔵物はほぼ
終了。長崎の生育は平年並で、中旬からの
入荷を見込む。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

７５
１０２

９１
１０６

６３

８６  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知を中心に入荷する。北海道
は計画出荷で、多かった前年よりも少ない
見込み。愛知は段ボール箱(10kg)中心に、
ネット(20kg)が中旬から入荷する。箱は小
玉、ネットは２Ｌ・Ｌサイズが中心か。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２，３３０ 470 445 454 茨城 50%
２９年 ２，２３５ 416 421 446 宮崎 26%
３０年 ２，３６８ 414 373 374 高知 15%
元年 ２，４２６ 562 480 425 鹿児島 7%
２年 ２，３９９ 650 650 646 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，３５２ 504 475 470

３ 年 見 通 し ２，４００ 560 440 380

２８年 ７，８７６ 243 246 227 鹿児島 47%
２９年 ８，７５１ 229 229 209 北海道 40%
３０年 ８，３３３ 110 112 125 長崎 13%
元年 ８，８８４ 126 133 140
２年 １０，０１３ 161 150 163

５ ヵ 年 平 均 ８，７７１ 173 172 172

３ 年 見 通 し ８，３００ 280 250 220

２８年 １４，４２３ 85 90 86 北海道 49%
２９年 １２，１５１ 136 134 124 佐賀 44%
３０年 １１，９０５ 110 99 99 熊本 2%
元年 １３，１８９ 124 126 114 長崎 2%
２年 １４，２５８ 70 64 48 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，１８５ 103 101 93

３ 年 見 通 し １４，０００ 90 80 70

　北海道が終盤になり佐賀からの入荷が本
格化する。北海道は貯蔵もので、平年並の
量がある。佐賀は前年同様に前進傾向で肥
大も進む。総じて潤沢な出回りで相場展開
は前年ほどではないが厳しいか。
　入荷量は前年並となり、価格は安値だっ
た前年を大幅に上回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

４５５
４２７
３８７
４８５
６４８

４８２  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に、西南暖地からの入荷とな
る。主力の茨城は肥大が良くなく平年より
量を減らす一方、高知等の西南暖地は生育
順調で気温上昇により入荷量は増加してい
き、全体量に不足はないと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は高騰した
前年を大幅に下回る見込み。

２２３
１１５
１３２
１５８

１７２

　鹿児島からの入荷が本格化し、貯蔵もの
の北海道は終盤となる。鹿児島は作柄が良
くなく遅れがみられ、北海道も残量が少な
い。長崎からの入荷物が出回り始めるまで
は高値が続くと予想される。
　入荷量は豊作だった前年を大幅に下回
り、価格は前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

８７
１３１
１０２
１２２
５９

９９  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば

れ

い

し

ょ

２３８

品
目
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　　　　区分
実績
と見通し
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３月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ６，７９２ 454 425 426 熊本 21%
２９年 ６，５０７ 413 403 412 青森 20%
３０年 ６，０８３ 443 431 430 フィリピン 17%
元年 ６，９９７ 419 432 432 愛知 10%
２年 ５，８５４ 455 469 445 愛媛 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，４４７ － － －

３ 年 見 通 し ６，７００ － － －

２８年 ９５６ 900 865 964 愛知 57%
２９年 ８２４ 1,115 1,039 1,011 熊本 25%
３０年 ７６１ 1,148 1,079 1,090 鹿児島 4%
元年 ９２４ 1,065 1,054 1,053 佐賀 3%
２年 ７０６ 1,199 1,188 1,139 宮崎 3%

５ ヵ 年 平 均 ８３４ 1,075 1,035 1,046

３ 年 見 通 し ７５０ 1,200 1,200 1,200

２８年 ２６２ 327 326 432 熊本 77%
２９年 ３２７ 193 339 441 鹿児島 14%
３０年 ２０７ 377 463 496 メキシコ 5%
元年 ２３６ 526 482 493 長崎 1%
２年 ２０１ 612 577 503 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 ２４７ 384 423 468

３ 年 見 通 し ２００ 550 550 550

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、鹿児島、メキシコから入荷する。
熊本は中旬頃から徐々に増量するが、作付
面積は前年より減少している。鹿児島は作
柄良好、前倒しで上旬から入荷する。メキ
シコは一時期より大幅に入荷減の見込み。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年をやや上回る見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

３９６
３２１
４５９
４９３
５３０

４２７

 前年及び本年の

１，２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に熊本などからも入荷する。
愛知は４番果の花芽が弱く、入荷量は下旬
に向けて減少するが、少なかった前年より
も増量する見込み。熊本は大きなピークも
なく、入荷量は前年をやや下回るか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をわずかに上回る見込み。

い

ち

ご

９１０
１，０５４
１，１０２
１，０４５
１，１７１

１，０４８

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、かんきつ類、りんごなどが主な
品目となる。かんきつ類は数量のあった３
月に比べ、４月はかなり減少する見込み。
りんごは昨年高値で推移したが、本年は産
地の在庫量が多く安値の予想。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

果

実

計

４３５
４１４
４４０
４３６
４６８

４３８
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前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

2,000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価
円/Kg

数量
t

月

0

200

400

600

800

0

400

800

1,200

1,600

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

0

100

200

300

400

500

600

0

3,000

6,000

9,000

12,000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

本年数量前年数量 本年単価本年数量 前年単価前年数量 本年単価

20



３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２６，５４３ 472 474 487 青森 19%
２９年 ２７，１２７ 490 448 422 熊本 16%
３０年 ２３，９６３ 518 480 469 愛媛 12%
元年 ２６，８６３ 490 474 477 フィリピン 9%
２年 ２３，６４９ 512 503 490 栃木 8%

５ヵ年平均 ２５，６２９ － － －

３年見通し ２４，５００ － － －

２８年 ４，９３０ 923 979 948 栃木 46%
２９年 ４，６５４ 1,192 1,049 962 福岡 16%
３０年 ４，２９１ 1,152 1,050 1,046 茨城 11%
元年 ４，９１２ 1,103 1,101 1,079 静岡 8%
２年 ４，１０４ 1,172 1,140 1,151 佐賀 6%

５ヵ年平均 ４，５７８ 1,104 1,062 1,034

３年見通し ４，３００ 1,150 1,150 1,150

２８年 ７６６ 605 542 635 茨城 42%
２９年 ７９７ 518 539 530 熊本 38%
３０年 ６０８ 632 561 512 メキシコ 8%
元年 ７３５ 629 568 498 ホンジュラス 6%
２年 ６４８ 650 559 497 宮崎 3%

５ヵ年平均 ７１１ 603 553 537

３年見通し ６３０ 570 550 530

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４７７
４５４
４９０
４８０
５０２

４８０  前年及び本年の

４８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、りんご、かんきつ類を中心に、
施設果樹も入荷する。好天により全体的に
入荷潤沢で前進傾向だが、かんきつ類は１
月の降雪の影響で入荷減、ハウスみかんは
主力の大分が生産者減で入荷を減らすか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

い

ち

ご

９４９
１，０８２
１，０９５
１，０９６
１，１５６

１，０７２  前年及び本年の

１，１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、茨城などの各地から
入荷する。３番果が４月上旬までダラダラ
と入荷し、その後は４番果も連続するため
潤沢な入荷を見込む。後半にかけては、気
温の上昇を受けて小玉での入荷となる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並となる見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

５８３
５３５
５４２
５３７
５３０

５４６  前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本からアンデス、クインシー、茨城か
らオトメメロンが入荷する。各産地とも生
育は順調で肥大もよく、４月下旬から入荷
のピークを迎える見込み。 産地によっては
作付減のため、入荷量は減少する見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　４　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　３月３１日現在）

２８年 １，６７７ ５５
実 ２９年 １，６２８ ３４

３０年 １，７８１ ３５
績 元年 １，６７２ ３８

２年 １，１７９ ２７

１，５８７ ３８

１，３００ ３５

概

要

２８年 １，２２７ ３４
実 ２９年 １，１０４ １９

３０年 １，１５３ ２６
績 元年 ９８０ ３３

２年 ８２４ ２１

１，０５８ ２７

９００ ２５

概

要

２８年 １，２３７ ５０
実 ２９年 １，１７２ ３４

３０年 １，５４７ ２７
績 元年 １，２４６ ４３

２年 ９９６ ３２

１，２４０ ３７

１，１００ ４０

概

要

２８年 ２３０ ７５
実 ２９年 １９６ ６０

３０年 ２３８ ５２
績 元年 １８２ ７８

２年 １６１ ５５

２０１ ６４

１８０ ６５

概

要

３年見通し

　高知、和歌山、熊本からの入荷となる。上中旬に高知、熊本の入荷が増える見込み。そ
れに伴い単価も落ちついていきそう。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷となる。上旬は少ない見通しだが、中旬からは年末の返しも始まり、入
荷量は安定してくる。20日以降はＧＷの母の日参り等での需要に期待。

５ヵ年平均

３年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　愛知、長野、和歌山中心に入荷する。輸入はコロンビア、中国中心、便の不安定さが引
き続き懸念される。愛知県産は前半スタンダードが品薄予想で中旬頃から増え、スプレー
はだらだら出荷の見込み。

５ヵ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知中心に入荷する。中旬頃から年末の返しも始まり、入荷量は伸びてくる。下旬まで
は動きが鈍そうだが、20日以降は母の日参り等での需要に期待。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

３年見通し

５ヵ年平均

３年見通し

単位：千本、円／本
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２８年 ２８９ １９１
実 ２９年 ２６２ １６３

３０年 ３０１ １５３
績 元年 ２６３ １８４

２年 ２３１ １２３

２６９ １６４

２５０ １５０

概

要

２８年 ４２０ ８２
実 ２９年 ３７７ ７２

３０年 ３５６ ７８
績 元年 ４１０ ７３

２年 ２０６ ８８

３５４ ７８

３００ ８０

概

要

２８年 ８６４ ６６
実 ２９年 ７５０ ６３

３０年 ８４９ ４８
績 元年 ７２７ ６５

２年 ５０５ ５６

７３９ ５９

７００ ６０

概

要

２８年 １，５４０ ４９
実 ２９年 １，４０５ ４７

３０年 １，５１２ ４８
績 元年 １，３４８ ５６

２年 ８３５ ４９

１，３２８ ５０

１，０００ ５０

概

要

３年見通し

　長野、静岡、岐阜を中心に入荷する。年度も変わり、ドーダン、スノーボール、菖蒲、
ナルコ、姫リョーブなど本格的に始まり、冬から春の促成花木から露地物に代わり、新芽
時期に入る。イベントなど少ない月である。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

３年見通し

　愛知、徳島、静岡、鹿児島などからの国産品及び輸入品が入荷する。シンビジウムは
徐々に減少に向かう。デンファレでは、アンナが例年より早く減少していく見込み。

ば

ら

５ヵ年平均

３年見通し

　愛知、岐阜、三重を中心に入荷する。輸入の入荷がほぼなくなり、高冷地の出荷が始ま
る。前半は年度始めで少々動くが、中旬は出荷が増えるとともに厳しい販売となるが、最
終週は母の日、ＧＷ等で少しづつ動き出す見込み。

ゆ

り

５ヵ年平均

３年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉からの入荷となる。中旬には年末の返し分が出荷さ
れ、数量は多くなりそうであるが、新型コロナウイルス感染症の影響から作付けを減らし
ている産地もあるため、見通しづらい。

枝

も

の

５ヵ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　３月１２日現在）

２８年 ３４，４３７ ４８８

実 ２９年 １１，９５９ ５３６

３０年 ３３，３６５ ４３８

績 元年 ３０，０１４ ４５９

２年 ３６，６５９ ４３０

２９，２８７ ４６０

３６，５００ ４３０

概

要

２８年 ４３，０１６ ２，８９７

実 ２９年 ２７，７９９ ３，３６５

３０年 ４８，４２７ ２，５６４

績 元年 ４３，０１４ ３，０３１

２年 ４６，４５０ １，９３２

４１，７４１ ２，６９５

４５，０００ １，９７８

概

要

２８年 ８９，６１１ ２４９

実 ２９年 ６１，７４０ １８２

３０年 ７５，４１３ １９０

績 元年 ６４，６９９ ２１７

２年 ７６，８５１ ２０５

７３，６６３ ２１１

７６，０００ ２０４

概

要

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

品
目

カ

ラ

ー

　早出し出荷は作付減となるが、入荷量は前年並か。母の日需要が高まる４月最終週より
入荷量が急増する。鉢サイズの割合も概ね変わらず、５号鉢中心の入荷となる。注文中心
の入荷となるため、競売品は品薄になる見込み。価格面では、入荷量の減少に伴い安定。
大輪のピンク、黄色の引き合いが変わらず強い。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（46.6％）、２位長野
（33.6％）、３位新潟（8.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

３年見通し

５ヶ年平均

３年見通し

バ

ラ

及
び

ミ

ニ

バ

ラ

　入荷量は前年より減少か。作付け減が要因か。天候のために前倒しの見込み。相場中値
安定が予想される。４月中はなかだるみ、様子見のために安値が予想される。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（60.4％）、２位岐阜
（27.5％）、３位愛媛（6.2％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より減少か。昨年、新型コロナウィルス感染症の影響により相場が厳し
かったため、警戒して輸入苗の供給を抑えていた。単価面では出荷量が減る分、一昨年よ
りは上がる見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（45.3％）、２位静岡
（14.6％）、３位熊本（10.9％）となっている。

５ヶ年平均

３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２８年 ２１７，０５１ ７６４

実 ２９年 １２１，７８４ ６９６

３０年 １９１，１２８ ７７１

績 元年 １６１，３３４ ８２３

２年 ２２３，３５９ ８５３

１８２，９３１ ７８９

２４０，０００ ８１３

概

要

２８年 ２４，４３９ ３５７

実 ２９年 １７，４０２ ４３２

３０年 ２４，６０２ ３５６

績 元年 １９，９７２ ３７０

２年 ２０，６６１ ３６５

２１，４１５ ３７３

１９，０００ ３７０

概

要

２８年 ２０２，４３９ ３９２

実 ２９年 ４０，８３４ ２７６

３０年 １１７，７２３ ３４４

績 元年 ８９，２４９ ３５２

２年 １３３，２２１ ３４９

１１６，６９３ ３５８

１３０，０００ ３４６

概

要

ハ

イ

ド

ラ

ン

ジ

ア

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

３年見通し

　昨年同様、サイズは３号～４号中心の出荷がメインになる見込み。近年５号以上の生産
は減少傾向のため、競売比率も下がって平均単価は上がると思われる。出荷は４月中旬以
降から母の日までの出荷がメインになる見込み。今期を最後に３号の生産者がスパティの
生産を辞められるので、来期は今以上に入荷量は減る見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（61.1％）、２位静岡
（20.6％）、３位愛知（15.3％）となっている。

３年見通し

　入荷量は前年より増加か。天候の不順が無ければ順調に入荷が見込める。
近年４号サイズが増産傾向にあり、また３．５号以下のポット出荷が大幅に増えている見
込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（69.3％）、２位群馬
（9.3％）、３位茨城（4.9％）となっている。

卸売価格

３年見通し

　作付け量が大幅減のため、入荷量は自ずと減少か。生育は順調のため、出荷量はさほど
下がらない予想だが５号中心に定番赤、ピンクが相対率が高く競売比率が大幅に減る見込
み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（50.2％）、２位群馬
（22.5％）、３位埼玉（8.1％）となっている。

カ

ー

ネ

ー

シ

ョ

ン

５ヶ年平均

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №574 

令和３年４月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


